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物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
第 七 卷 第 二輯 は昭.和八 年 十 月發 行 の豫 定
で あ ります。
本 誌 に關 す る批 蕎1㍉注 意,要求1等は 京 都 帝 國
大 學 物 理 化學 研 究 室 内 城 野 和 三郎 あ て
に願 ひ ま す。
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昭觚 年朋.+跏 印 刷 物鐃 嬲 莚歩
第 七卷第一輯
昭 和 八 年 八 月 十 八 日.發 行 定 〔貧金 壷 囮 參 拾 錢
京.都帝bal:ns#'a理化 學 研 究 室
奉扁輯 主 幹 堀 場 信 吉
束 窟11f牛込挺 拂 方 町二十七番地
發 行 者 佐 藤 正 叟
東 京11r神fil躍錦 町 三 ノ う『七 番 地




鰭 棘 二九五・七翻 話牛込(・){琶農麗 臻
三 鱸 堂 印 刷 所 即 刷




物 理 化 學 の進 歩
年 三 回 刊 行




理學博士 堀 場TSτ 「'
Daltmi氏分壓の定律に對する蓮背に就て 理學博士 三,Ll手井 次太郎
興奮水銀分子による水素の活性化に就て 近 森 誠_郎
電 無放IL1=よる活性水素に就て特にその化學的動作に就て
昌ッケル,細觸媒の存在に於ける水素の臨界電壓





最近の赤外 スペ ク トルの研究















































































物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
赤ラ1剰1吸收パ ン ドスベ ク トル,最 近の赤外・線 スペクrnの 研究(第二)
理.屡士 石 野 俊 夫
魍 マンガ ン酸の還 元作 用機博 に就 て(共一)古 谷 登
モ レキユ ラ_..ス.トラーレン'^pfij:妓 野 和 三p6
ラ ング ミPア の畷媒理論 農 邸 士 李二 泰 圭
洸{暉 側 と生命(通俗講演)理<<hDi堀 場 信 吉
ポーラログラフに依る銅鎗憑の研究(第一報)農 學簿士 志 方 谷 三
混合氣腮のPalton分壓定律に對 すろ化學的原囚に基く
螳背に就て(第二報)髄化水素水蒸氣 理墨眠 ヒ 四亭井 次太郎
則 け ・リウ磁 ・{e・・ウ・嚥 氣壓灘{理 黜:駕 晶 看講
.anamuir氏の驪媒理論(其二)理 學is李 泰.圭
ヅルの流勸による異方性に就て 理 箪=L城 野 和 三 郎
・コロイ ド粒子大さlt,'定ILKする諸法 理 學 士 石 井 新 次 郎
興奮ノk銀原子によるx化學感應に就て 槌 本 朝 亮
駿化銅電極に對するB㏄`匡ue戯効果の研究に就て 理 學 士 速 水 永 夫
匕學原子價に就て(講演)理 鄰博士 堀 揚 .信 吉
第 二 卷 合 本 目 彡こ 定便 金四圓 五拾 錢 』鹽:'
{章腦の蒸氣壓測定(豫報)理 學 士 吉 本 呵 一
三沃化砒素嚥 氣壓測定{闘 翫 聾 量 聯
・元・ツケ・の融 於・る一鯲 ・分解(4&・・…:・{騨探 場奉信 事










































































f一 ・C・グ・・ILffcる鱗 鹽・確 儘r難
ワイ炉ル ト効果の研究(第二報)柔に光鹽化銀に就て………理 屡 士 今
















































































































































鹽化第一銅及臭化第一銅の光化學反應に關する研究……… 理 學 士
























































































第 四卷 第 一 輯 凵i次 定價金一圓五十錢
聴素及水素の光化墾紬合に就て 理 學 士 市 川 蕨 治
或種の膠質の灘 ・對す・光の影騨 二報){理 囎 士 欝 ㌔髄
アルカ リ溶液 に於 ける酸化銅電極に對す る1{ecquere】効 果に就で
{理學博士 堀 楊 信 冑






























物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
第四卷 第 二 輯 目 次
,. 一 圓 五 十 錢
還 元昌ツケルの存在に於ける一酸化妛素の分解
簸近Z)接觸為媒理論Top㏄hgmicに就て
　 ア ア セ 　 　 コ 　 ロ 　
理學鱆上 堀 場'信 吉・
































第四卷 第 三 輯 目 次 定價金一囚五十錢
水銀沃化物のワイゲル ト効果に就て
碎 分 化 學
膨潤に闘する法財に就 き二三の例に就て
Becgnerel効果 に 就 て
活 性 窒 素



















理 學f市 川 績 治
理 學 士 鏡 野 和 三 郎
理學薄士 堀 場 信 吉































第五卷 第 二 輯 目i欠 定價金一圓五十錢
遐元昌ツケルの存在に於ける一酸化表素の分解(第二報)李 泰 圭
遐元 昌ツケルの存在に於ける一酸化炭索の分解(第二報補遣)………李.黍 圭'























第五卷 第 三 輯 目 衣
●
定價金一圓五十錢












































第六卷 第 一 揖 目 …欠 定價金壹圓參拾錢
多孔質固體の氣盟1父着速度 鮫 島實 三郎
臓 ・研 製・… 一・一の雌 ・就て1rc謹Tn
X741な黼 櫻 … メーターによる化學飃 の縣 祈(第一報)耀 燕 循蕩








第六卷 第 二 輯 目 次 定價金壹皿參拾錢
物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)






金屬「オ鰍 ギ ノソル 」に就 て、







































































第七卷 第 一 揖 目 次 定便金';r`圓參輪錢
糧 元昌ツクルの水素吸茄 こ就て(第一・報)飯 島 俊 一 郎
愚 元`ツ ケルの水素吸/Yi二に就て(無湿に於ける水素吸H)(第二報)…飯 島 俊 一 郎
.還元昌ツケルの水素吸濳に就て(水素吸着蓮度及び水素
吸牧能との開係)(第三轍丿 飯 鳥 俊 一 良β
鹽素及び一酸{ヒZ9ξ累Z)光rヒ居陰結合8こ麓て(第一報)臼1季 ケ 幹 左匡
題元 し難い酸化金屬觸媒のi!<添加作刑及び脱水素作用









物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
東北帝國大學教授 理學博士 大久保 準三先生著
警最新物理學講義
定 價 金r圓 逸料金貳拾貳鏡
最 近 數 年 間 に 於 け る物 理學 の發 達 は 實 に 著 しい も の が あ
ム共 應 用 も亦 全 く長 足 の 進 歩 を見 る に 至 っ た。 著 者 が 前
著「物 理 學 講 義」を公 に した のld既に 五 年 前 で あ る。 今 囘 世
界 の 物 理 學 の 進 歩 に 鑑 み 前 著 を 改 版 し 昭 和 六 年 二 月 改 正
の 中 等 数 育 物 理 學 数 授 要 日 に準 據 し 憂 篇 の 組 織 を 改 め 其
基 礎 的 事 實 原 則 及 び 法 則 の 物 珊 學 的 意 蓑 を詮 明 し 系 統 あ
3統 一 あ る根 本 的 知 識 を 詳 逑 し た る は い ム 喰 で もな く更
に 最 新 の 學 競 を 網 羅 し て 新 時 代 に 適 應 せ しめ 且C]常生 活
uc於て屡 る 遭 遇 す る雜 多 の 串 項 を も加 へ 實 際 的 邂 用 に 資
せ し め ん と しfLのが 本 註 で あ る。 徇 挿 圖 も十 分 に 注 意 し
液 接 賢 驗 した 實 物 寫 眞 を多 く收 め 機 械 器 具 の 如 き も多 く
實 物 の 寫 眞 を以 て し た。 ヌ.各種 の 問 題 を 多 數 探 録 し共 模
範 的 解 法 を 示 す な ど懇 切 叮 嚀 至 れ ウ遘 せ めで、あ ろ。 要 す
る に 本 書 は 著 者 が 豊 富 な る學 識 と最 新 の 學 読 と を 以 て物
re學全 般 に 亙 ウ縱 横 に 解 設 した る も の,全く類 誉 を絶 つ た
姙 著 で あ る。 中 等 學 狡 物 理 學 澂 授CL43貴重 な る 教 授 資 料
で あ4,學生 諸 子trc3無二 の 自 修 書 參 考 書 で あ る。 實 に本
書 は 物 理 學 專 攻 者,中等 學 校 敢 師 學 生 高 等 諸 學 校 受 驗 生其
他v,も物 理 學 を學 ば ん と す る者 にt3必備 の 最 高模 範 講 義
で あ る。
「物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
京都帝國大學教授 理學博士 園 正 造 著
高 等
数 育 代 數 學
定價金貳圓五拾錢 逾料金拾四餞
高等代数學の階梯 文檢受驗者の參考書
本 書 は 中 等 學 校 をSへ てAY,代 數 學 を 修 め ん ε す る人 々
の た め に 階 梯 こ な4,3C同ii}に文 檢 受 驗 者 の た め に適 切 な
自習 害 で もあ るo即 ち
一,本 書 の 敍 逋 は 前 後 編 を 通 じ各 項 日 に 就 き,F1の枝 葉 宋
節 にflる事 柄 を 避 け,其の 本 筋 ピ も見 る ぺ き所 を 詳 説 し
て 要 黙 を ば 明 確 に指 示 す るや うに 努 め て あ り ます。 そ
して 此 の 程 度 の 著 書 に は些 か 微 に 入 る傾 きあ る もの は
總 ぺ て 一これ を 雜 題 の 部 に廻 は して 説 明 が 加 へ て あhま
す。 從 つ て例 題 並 に演 習 に 課 して あ る問 題1$f)ilrの曾
理 得 解 に 資 し運 用 練 習 に適 切 な もの を 選 ん で あ りますo
そ して 稍 難 解 の もの に は ピ ンrを 附 して 獨 習 者 の 便 宜
を計 つ た。
一,文 檢 受 驗 者 の た め に 特 に雜 題 の 韓 集 に 少 な か ら ざ る
努 力 を蠱 ζ して 問 題 を廣 範 圍 に 亘 つ て 邂 び,各種 の 問 題
を 悉 く網 羅 し文 檢 問 題 の 如 き も總 て 之 を適 當 の 場 所 に
挿 入 して あ る。
本 書 は 以 上 の 如 き方 針 で 編 述 した もの で あ る か ら高 等 代
數 學 を修 め ん こ す る人 々並 に文 槍 に應 ぜ ん こ す る人 々 は
勿 論 爾 叉 中 等 學 校 の 敷 員 諸 君 に 取 つ て も極 め てイf盆な る
參 考 書 で あ るo
物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
京都帝國大學教授 理撃博士 園 正造先 生著
方 程 式 論






るや うに立案 した ものであるa本書の内容は
第一緬 總 設:第 二編 三次 及び四次方程式
第三編 實係数方程式の簣根 第四編 封 稱 式 消 去.法
第五編 開'P-icよる方程式の解法.作 圖問題




にtく立ち入らうとせ られ る場合 にも極めて有釜である。又例へば有理係数方程
式の有理根 を求めること.根の近似依を求めること、或は根の翼稱式を係敷で表




せ しめることの二黝に留意 して廣い範圍に亙つて種顋を多く迸ぴ少なか らウ思考
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自然科 學研 究叢書 第一譌





定 價 金 八 圓 逸 料 金 二 十 二 錢
近 世 代 數 學 の 剳 期 的 發 逹 を 招 致 し尢 ものV3yrEL十九 世 紀
末 に現 は れ た 群 と體 との 理 論 で あ る。 か の 方 程 式 の 可 解
性(L關 す る疑 問 や 或 は 希 臘 以 來 未 解 決 の儘 で 殘 さ れ て ゐ
尢 作 圜 問 題 等 に 對 し明 快 な 解 決 を與 へ た も の は 此 の 理 論
で あ る。 更 に 代 數 學 を 新 な 展 望 の 下 に 開 展 せ し め た もの
も 亦 此 の理 論 で あ る。 實 に 群 と體 とは 現 代 の 代 數 學 の 根
幹 を な し今 や 正 に數 學 の 一 部 門 を形 成 す るGL至つ だ。fJ
群 と膿 とは 數 學 の 他 の 部 門 に あ つ て 竜 或 は 奥 底 に 潜 み 或
は 表 面 に 顯 は れ て重 要 な役 目 を 演 ず る。 され ば 現 代 の 數
學 を究 め ん と す る者 に は 勿 論,要た 廣 く數 學 の 基 礎 的 考 察
を な す 者 に 収 つ て も必 要 缺 くべ か らざ る概 念 で あ る。 而
も2れ に 關 す る著 述 は 我 が 國 に 於 て は 皆 無 で あ る。 著 者
はZれ を 遺 域 と し て 兩 者 を 上 下 二c.分 ち世 界 に 於 け る
近 世 代 數 學 の 機 達 を大 觀 し 更 に 自 ら の 創 意 を加 へ て本 書
を 完 成 す る に 至 つ た。 著 者 は 一 般 讃 者 の 爲 に微 細 の 點 に
立 入 らず 努 め て大 綱 を 掲 げ て そ の 本 領 を 容 易 に 理 解 せ し
め る 乙 とに 意 を 用uて ゐ る。 實4L本書 は 近 世 代 數 學 の 發
逹 とそ の 趨 勢 と を一 目 の 下 に 瞭 然 た ら しめ る好 個 の 著 述
で あ る。
物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
自然科學研 究叢書第 二繍




學的方面 よう觀 じ現時世界に於ける生物發生學 に關する最新最高の諸
學説 を網羅して著者多年の研究 を要約 し斯學の最尖端の動きを如實に
述べた もので歐米(L於ても殆 どその類書を見ざる底のものである。
1・生殖細胞の生立 ちより受精、分割を経て發育の初期crる 誣過 を詳
逋 し、一方には共準備として發生皐の歴史、細胞及び細胞分裂に關
す る設明を與へ、他 方には發生に伴メ欄 題 として處女生殖、遺傳、
性別の原因等を論 じた。
2・處女生殖、性 と逡傳等の方面GLは最新の知識 を紹介 した。例へば精
子Y`與へず して人工的に卵を發育させ る所謂人工處女生殖、或は核
を除去した卵子に精 子が入つて發育を逾げ る量貞生殖、雌が雄 とな
.う叉雄が雌に變 じて生殖を行ひ得るに至る性 の轄換、其等の結果と
して生ず る子の性 、<i,身つつ雌 と雄 とが繼合はされた様 な唯雄篏合
體の動物.雌 雄何れにも観せ諏問性の もの、或け程度を越 えた超性
の雌雄等に開する研究は、本書に於 て始めて紹介せr,れブ～興 味深い
問題で正に輓近の生物學が到逹 しyzくべ き残功の一端であ る。
3.#rT圖百五十餘は樹新で珍奇なa<の 深い ものを選 んだ。
若者は我國動物學界の權威 、而 も邦語で書かれた細胞學、遺億學等の
專門書は二三之を見 るが發生學を主題として其等の問題cr及んだ著香
は垂 く本書を以て嚆矢 とする。生物學を專門に志す士は勿論 、醫者や
醫學に志す人、動植物の文瞼を受けhと する入、共他 少 くとも生物の




















ご:.,..1・・.㍉・.'自 然 科 學 瞬 究 叢 審 皴 三 纏ミ
,画4』
・.'a『ひ西 ∵.最 ・,.新 舶1♂
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定 仮 金 拾 圓 逶料金貳拾西錢
・㍉1
我醐 瞰 け・棚 旨化學は最騰 し磯 歩 殊 し臨 馬
剰 蛛 環 として現に盛に行はれてゐるのぞある力緬 も 「
そ れ に 關 す る 叢 書 と して は辻 本 博 士 の 海 産 動 物 油 脂 灰 本
.`.
i邦植.物油 脂 を 除 い て 甚 本 的 の 著 香 は 一 もな くLX;の砺 究 者
.並に 當 業 者 は 専 ら外 國 書 に よ ら な け れ ば な ら顧 駿 態 ぜ.:施
る。 .本書 は こ の 缺 陷 を 充 さ ん が た め に 編 纂 せ ら れ 虎 竜 の
煙 者鯨 獅 國大靴 幅 とする各鯏 獅 群 聴.
睡 嶽 ぞの.邦人及醗 人の破 にな・渦 の瞬 孀
羅 し叉 共 の 實.駘の 方 法 は 原 文 を參 照 せ ず と も十 分rに.曾得
ロ 　9出來 る や うtと.詳邇 せ.られ て ゐ る
。 碕 試 驗 法 中 琴 な.獨逸 標
輯 騨 第二版瀕 入せられてゐるカ》蟷 樫 嘸 つ.て
.押嬾 眠 翻 .猫のくある91一.搾騨 ζ馨r晦
る極 め て.完備 した.著番 で 邦 交:に.1よ:.pて㌃書 か 鷲 た.最初の'好
薯 ぞ あ.ろ。
■
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